
教育目標
ふるさとを愛し、
夢に向かって
高め合える子を育む

〇すすんで学ぼう
〇心をみがこう

No.２ 下野市立南河内中学校 Ｈ３１．４．２６ 〇体をきたえよう

新学期が始まり３週目となりました。生徒達は欠席や体調不良も少なく、いいスタートを切
れたのではないかと思います。特に、１年生は中学校の生活にも慣れ、時間を守り、授業や諸
活動が順調に進んでいます。しかし、全校生徒が新しい環境でのスタートなので、悩んだり疲
れたりする時期かとも思います。我々教職員も、学校でのお子さんの様子をよく見るよう努め
ますので、ご家庭でも何かお気付きのことがありましたら、遠慮なく、学校までご連絡くださ
い。よろしくお願いいたします。

１ 生徒会本部役員、専門委員長、学級委員長等を紹介します

本校の生徒会本部役員は、昨年度から活躍しています。そして今年度前期生徒会専門委員長
と前期学級委員長・副委員長が決まり、４月１７日（水）に任命式を行いました。生徒会長・
委員長さんを中心に全生徒の協力・協働により、生徒会活動・委員会活動・学級活動を活性化
させ、よりよい南河内中を創っていくことを期待しています。
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２ １０連休と新元号のスタートです。
４月２７日（土）から、５月６日（火）まで、１０連休と

なり、新元号が始まります。生徒達には、規則正しい生活と計画的な家庭学習について、各担
任等から話をしました。部活動と家族との時間、自分の時間等を上手に使って、有意義な連休
にして欲しいと思います。ご家族の皆様からも、お声かけ等どうぞよろしくお願いいたします。
尚、あってはならないことですが、緊急な連絡（例えば、火災、警察にかかわること、命に

かかわること等）がありましたら、下記のようにご連絡をお願いいたします。
① 学校(日直不在です) ０２８５－４８－００１０
② 学校がつながらない場合 → 下野市学校教育課 ０２８５－３２－８９１８

学校だより



３ 学校運営協議会が開かれました
４月１７日（水）、本校の第１回学校運営協議会が開かれました。昨年度から、学校・家庭・
地域の連携・協働を図って、各学校の特色ある教育活動をより一層推進し、地域でどのような
子どもをそだてるのかという目標やビジョンを共有し、地域とともにある学校づくりを目指す
ものです。
今回は授業参観後に協議会を開催し、教育目標・学校経営計画・及び教育課程の承認をいた

だきました。また、学校と保護者・地域住民等との連携について、様々なご意見をいただきま
した。 本年度の学校運営協議会委員は、下記の５名および教職員３名になります。

谷萩 昌道様 薬師寺在住 倉井 典子 校長
影山 政夫様 田中在住 秋山 貴子 教頭
田口 春代様 本吉田在住 日向野みさき 地域連携教員
小林 幸代様 東根在住
星野 登 様 下坪山在住 ＊上野 保久様 小中一貫教育総括コーディネーター

４ 学校教育目標と方針、教育スローガン（抜粋）をお知らせします。
学校教育目標 ４月２２日（月）、授業参観、Ｐ

ＴＡ総会では大変お世話になりま
ふるさとを愛し、夢に向かって高め合える子を育む した。全体会では学校概要を配布

し、本年度の学校教育目標と学校

・すすんで学ぼう 経営方針、教育スローガンについ

・心をみがこう てご説明させていただきました。

・体を鍛えよう 学校教育目標は、小中一貫教育の
推進を目指し、昨年度から学区内

の４小中学校で統一しました。９年間共通のねらいをもって、学びと育ちのつながりを意識し
ながら子ども達を育てていくという方針です。保護者様や地域の皆様にも学校の目指す取組に
ついてご理解いただきたいと思います。具体的な教育活動につきましては、可能な限り学校だ
よりやＨＰ等で紹介していきたいと思います。また、保護者様や地域の皆様と「すべては子ど
もたちのために」という共通理念をもち協働に努め、地域とともにある学校づくりを目指した
いと思います。ご支援・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

【 学校経営方針（基本方針) 】
具体策は学校概要をご覧ください。

（１）学力の向上に向けた学習指導法の工夫・改善
（２）自律的な学習習慣の確立
（３）基本的生活習慣、人権感覚の育成
（４）生徒指導の充実
（５）健康管理、体力向上
（６）自分の生き方を考えるキャリア教育の充実
（７）小中一貫教育の推進 授業参観 学び合い

【南河内中 教育スローガン】を掲げました。
「人とつながり」とは、家族・友達・教職員・地
域の方々等、 自分の周りにいる多くの人と思い
やりを大切にしながら、 コミュニケーション(会
話、協働等)を活発にしながらつながること。人
と協力して貢献活動を行い、さらに多くの人と
つながること。
「ふるさととつながり」とは、南河内中学区や
下野市の歴史・遺跡・文化・祭り・行事等、ふ
るさとを知り、ふるさとを語れる人になって欲
しい、ふるさとに貢献できる人になって欲しい
ということ。
「未来とつながる」とは、様々な体験や学びを

振り返り、自分を見つめ、自分を高め、自分の将来を見据えて自己決定できる人に。人として
どう生きるべきか、考えられる人になって欲しいということ。自分自身の将来、未来とつなが
り自己実現を図って欲しいということ。
実際には、今まで南河内中の生徒が積み上げてきた「地域貢献活動」をさらに活性化させな

がら、人とつながりふるさととつながり自分自身の未来とつながるよう意識させたいと思いま
す。生徒達の意見を取り入れて自主的に活動できるように、自分達で自分達の街を支え創って
いくという意識をもたせたいと思います。

　　　　　　　人とつながり

　　　　　　　　　　ふるさととつながり

　　　　未来とつながる

　　　　　～つながる～

教育スローガン




